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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　黄金井さんファイバレーザー

研究で国際賞／赤城さん井澤

さん生化学会支部で発表賞／

新学部学科４月開設／令和６

年度入試日程表

３面　吉田さん大澤さん県産品パッ

ケージ一新／村上研と環境科

学研が環境月間に出展／黒澤

上席研究員 Qiballで講演／

ベスト・ティーチャー賞に中

村助教／名誉教授に小峯氏

４、５面　令和４年度決算を承認／

学生共済会予算、決算を承認

６面　令和５年度ＰＰＡ総会開く、

地区懇談会の会場一覧／出版

案内

　
本
学
が
昨
年
、
創
立
80
周

年
記
念
日
に
全
国
紙
の
朝
刊

に
掲
載
し
た
広
告

写
真

が
、
第
14
回
中
日
新
聞
社
広

告
大
賞
の
専
門
家
に
よ
る
審

査
会
の
一
般
紙
の
部
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
専
門
家
審
査
員
の
中
島
祥

文
氏
は
「
現
在
の
科
学
技
術

の
意
義
に
つ
い
て
、
効
果
的

に
読
み
手
に
訴
え
か
け
て
い

る
」
と
評
し
た
。
同
賞
は
、

昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
中
日
新
聞
、
東
京
新
聞

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
が

対
象
で
、
表
彰
式
は
９
月
の

予
定
。

　
７
月
５
日
に
は
２
０
２
２

年
度
第
71
回
朝
日
広
告
賞
の

入
賞
作
品
が
発
表
さ
れ
、

〈
広
告
主
参
加
〉
新
聞
広
告

の
部
で
準
朝
日
広
告
賞
を
受

賞
。
審
査
委
員
の
１
人
で
人

気
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
尾
形

真
理
子
氏
は
「
大
学
の
80
周

年
と
い
う
、
自
分
た
ち
だ
け

の
話
に
し
な
い
で
理
系
の
人

た
ち
す
べ
て
を
鼓
舞
す

る
よ
う
な
原
稿
に
し
て

い
る
」
と
評
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
毎
日
広
告

デ
ザ
イ
ン
賞
、
第
71
回

日
経
広
告
賞
（
昨
年

・
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
部

門
）
も
受
賞
し
て
お

り
、
こ
れ
で
歴
史
あ
る

主
な
新
聞
広
告
賞
を
軒

並
み
受
賞
で
飾
っ
た
こ

と
に
な
る
。

創
立
80
周
年
広
告　
中
日
最
優
秀
賞
な
ど

広
告
賞
連
続
受
賞

新学長に伊藤変革セン
ター長

　
故
松
井
孝
典
学
長
の
死
去
に
伴
い
、
本
学
は
５
月
30
日
に
開
い
た
理
事
会
で
次
期
学
長
の
選
出
に
つ
い
て
審
議

し
、
伊
藤
穰
一
評
議
員
・
変
革
セ
ン
タ
ー
長
（
57
）

写
真

の
次
期
・
第
14
代
学
長
就
任
を
満
場
一
致
で
決
定
し

た
。
任
期
は
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で
。

　
学
長
選
出
は
「
千
葉
工
業

大
学
学
長
選
出
規
程
」
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
た
。
３
月
28

日
開
催
の
理
事
会
で
、
故
松

井
孝
典
学
長
の
死
去
に
伴
う

後
任
に
つ
い
て
、
学
長
候
補

者
選
考
委
員
会
を
設
置
し
て

選
考
す
る
こ
と
を
確
認
、
そ

の
の
ち
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
学
長
候
補
者
の
選
考
を

諮
問
し
た
。

　
５
月
20
日
、
学
長
候
補
者

選
考
委
員
会
よ
り
学
長
選
出

規
程
第
７
条
「
委
員
会
は
、

学
長
候
補
者
の
中
か
ら
２
名

以
内
を
決
定
し
、
理
由
を
付

し
て
理
事
長
に
推
薦
す
る
も

の
と
す
る
」
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
期
学
長
に
伊
藤
穰
一

氏
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
理

事
長
に
推
薦
し
た
。

　
瀬
戸
熊
理
事
長
は
５
月
30

日
の
理
事
会
で
、
寄
附
行
為

第
19
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
５
年
７
月
１
日
付

で
伊
藤
穰
一
氏
を
千
葉
工
業

大
学
第
14
代
学
長
に
選
任
し

た
い
と
諮
り
、
理
事
会
は
満

場
一
致
で
伊
藤
穰
一
氏
の
学

長
選
任
を
決
定
し
た
。

■

伊
藤
氏

就
任
あ
い
さ
つ

　
千
葉
工
業
大
学
学
長
に
就

任
す
る
に
あ
た
り
、「
建
学

の
精
神
」
を
尊
重
し
、
そ
の

文
化
と
伝
統
を
守
り
な
が

■
　伊
藤
学
長
　略
歴

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
キ
テ
ク

ト
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

リ
ス
ト
、
起
業
家
、
作
家
、

学
者
と
し
て
、
主
に
社
会
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
革
に
取

り
組
む
。

　
２
０
１
１
年
か
ら
19
年
ま

で
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
の
所
長
を
務
め
た
。

非
営
利
団
体
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
の
最
高
経

営
責
任
者
の
ほ
か
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
、

ソ
ニ
ー
、M

ozilla

財
団
、

OSI

、ICANN

、
電
子
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー

（EPIC

）
な
ど
の
取
締
役
を

歴
任
。
デ
ジ
タ
ル
ガ
レ
ー
ジ

共
同
創
業
者 

取
締
役Chief 

Architect

、
デ
ジ
タ
ル
庁

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
構
想
会

議
」
お
よ
び
「
ｗ
ｅ
ｂ
３
研

究
会
」
構
成
員
、
経
済
同
友

会
「
企
業
の
Ｄ
Ⅹ
推
進
委
員

会
」
委
員
長
。

　
21
年
11
月
に
本
学
変
革
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
。
翌
年
１
月
に
本
学
評
議

員
と
な
っ
た
。

理
事
会
、満
場
一
致
で
第
14
代
・
任
期
４
年

　
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
ロ

ボ
カ
ッ
プ
２
０
２
３
」
世
界

大
会
は
７
月
４
〜
10
日
、
フ

ラ
ン
ス
南
西
部
ボ
ル
ド
ー
の

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
45
カ
国
２
５
０
０
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
、
サ
ッ
カ
ー

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・

キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
で
千
葉

工
大
「CIT Brains

」
チ
ー

ム

写
真

が
準
優
勝
し

た
。
昨
年
に
続
く
連
覇
は
逃

し
た
。

　
混
合
競
技
の
ド
ロ
ッ
プ
イ

ン
部
門
で
は
２
位
、
性
能
を

競
う
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
は
３
位
に
入
賞
し
た
。

　
８
月
５
日
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
（
新
習
志
野
校

舎
）
で
世
界
大
会
の
報
告
会

を
開
く
予
定
。

　
　
　
　（
詳
細
は
次
号
で
）

ロボカップ ’23フランス大会

CIT Brains準優勝

ら
、
大
学
の
さ
ら
な
る
飛
躍

と
、
世
界
が
抱
え
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
変
革
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
し
、
日
本
初
の
ア
ン
チ
デ

ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
（
脱
専
門

性
）
研
究
施
設
に
お
い
て
、

ｗ
ｅ
ｂ
３
や
人
工
知
能
な
ど

の
分
野
の
研
究
を
進
め
、
社

会
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た

め
の
新
し
い
知
の
技
術
的
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
文
化
的

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
想
像
・

設
計
・
構
築
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
、

千
葉
工
業
大
学
の
良
さ
が
理

解
で
き
て
来
た
と
思
い
ま

す
。

　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

革
新
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
社
会
や
Ｄ
Ⅹ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン

デ
ジ
タ
ル
変
革
）

が
推
進
さ
れ
て
い
る
中
、
日

本
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な

問
題
の
一
つ
は
、
技
術
的
な

ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
不
足

と
、
意
思
決
定
・
政
策
立
案

に
関
与
す
る
技
術
者
の
不
足

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
各
界

の
サ
イ
ロ
の
壁
を
打
ち
破

り
、
理
論
に
加
え
て
「
実

践
」
と
「
実
社
会
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
型
破
り
で
画
期
的

な
研
究
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
に
成
功
し
、
手
を
動
か
す

こ
と
を
重
視
す
る
千
葉
工
業

大
学
は
、
こ
の
重
要
な
問
題

と
技
術
者
の
さ
ら
な
る
社
会

的
地
位
向
上
に
貢
献
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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論
文
は
、
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス

系
の
研
究
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
集
ま
り
２
年
に
１
度
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
る
国

際
会
議CLEO

Ⓡ
/Europe 

｜

EQEC2023

で
口
頭
発
表
し

た
も
の
で
、「
高
ビ
ー
ム
高

出
力
の
黄
色
フ
ァ
イ
バ
レ
ー

ザ
ー
を
達
成
す
る
た
め
の
重

要
な
知
識
を
提
供
し
、
医

療
、
加
工
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

な
ど
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ

る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
一

つ
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　
国
際
会
議
は
日
常
会
話
も

発
表
も
す
べ
て
英
語
。
単
語

帳
を
作
っ
て
練
習
し
、
図
と

ア
ニ
メ
を
効
果
的
に
入
れ
分

か
り
や
す
い
発
表
を
心
掛
け

た
と
い
う
。

　
黄
金
井
さ
ん
は
「
大
き
な

国
際
会
議
に
口
頭
発
表
で
参

加
で
き
、
私
た
ち
の
研
究
が

世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。
国
内
だ
け
で
は

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
質
問
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
、
視
野
も
広
げ
ら
れ
、

頑
張
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
た
。
受
賞
の
経
験
を
生

か
し
て
さ
ら
に
研
究
に
励
ん

で
い
き
た
い
」
と
感
想
を
寄

せ
た
。

　本学は来年４月、現行の情報科学部２学科と社会システ

ム科学部３学科を改組し新たに「情報変革科学部」「未来

変革科学部」の２学部５学科とし、既存の工学部、創造工

学部、先進工学部と合わせ５学部17学科でスタートする。

　研究分野として比較的歴史の浅かった情報・社会科学分

野で本学は早くからその可能性に着目し、日本初の情報ネ

ットワーク分野の学科を1997年に開設。以来、ＩＴ分野の

知識・技術の広がりと歩調を合わせて種々のアプリケーシ

ョンや情報伝達媒体を開発・提供し、社会の利便性向上に

寄与してきた。しかし、科学技術の進展とともに学術、ビ

ジネス、行政、文化など、社会システム間の連動性は複雑

化を増している。

　今回「変革」と冠した新学部では、単なるＩＴ技術者で

なく、社会の向上へ新プラットフォームや文化的アウトプ

ットを設計・構築できる人材の育成を狙いとしている。

【情報変革科学部】　情報工学科・認知情報科学科・高度

応用情報科学科　最先端のサイバーフィジカル社会を支え

る情報工学の基盤技術や応用技術について、ハードとソフ

トの両ウェアからアプローチし、変化の激しい世界でＩＣ

Ｔ（情報通信技術）を設計・開発できる人材を育成する。

【未来変革科学部】　デジタル変革科学科・経営デザイン

科学科　複雑な数理的思考やデータサイエンスのスキルが

求められる経営工学や社会デザイン分野で、今や不可欠と

なった情報処理テクノロジーを有機的に活用し、ＤⅩ化を

推進できる実践力・即戦力を持った人材を育成する。

令和６(2024)年度　千葉工業大学入学試験日程
 総合型・学校推薦型・特別・編入学　　

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

総合型（デジタルイノベーター発掘）選抜 
〔書類審査・課題演習・面接〕

９/14（木）～9/29（金）（消印有効）
10／15（日）

11／１（水）
総合型（創造）選抜

〔書類審査・課題演習・面接〕
10／21（土）
　　22（日）

学校推薦型選抜（公募制）
〔書類審査・読解力テスト・面接〕

11／1（水）～11／8（水）（消印有効） 11／26（日） 12／１（金）
学校推薦型選抜（専門高校）

〔書類審査・読解力テスト・面接〕
学校推薦型選抜（指定校制）

【一般高校・専門高校】
〔書類審査・小論文・面接〕

11／1（水）～11／8（水）（消印有効）
　　11／19（日）　　 12／１（金）

学校推薦型選抜（帰国生徒指定校制）
〔書類審査・小論文・面接〕 10／23（月）～11／8（水）（消印有効）

特別選抜（帰国生徒）
〔書類審査・小論文・面接〕

10／23（月）～11／8（水）（消印有効） 11／25（土） 12／１（金）
特別選抜（社会人）

〔書類審査・小論文・面接〕
特別選抜（外国人留学生）

〔書類審査・面接・日本留学試験結果〕 ９/25（月）～10/5（木）（必着） 11／25（土） 12／１（金）

編入学選抜
〔書類審査・小論文・面接〕3年次受入れ ９/25（月）～10/5（木）（必着）

11／25（土） 12／１（金）
編入学選抜（指定校制・高等専門学校）　　

〔書類審査・面接〕3年次受入れ ９/25（月）～10/5（木）（必着）

【一般選抜】大学入学共通テスト利用入学試験・大学独自入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

大学入学共通テスト利用入学試験【前期】
（全学部･全学科入試） 12／２1（木）～１／12（金）（消印有効）

１／13（土）
　　14（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

２／９（金）

大学入学共通テスト利用入学試験【中期】
（全学部･全学科入試） ２／６（火）～２／16（金）（消印有効）

１／13（土）
　　14（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

２／22（木）

大学入学共通テスト利用入学試験【後期】
（全学部･全学科入試） ２／20（火）～３／４（月）（消印有効）

１／13（土）
　　14（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

３／８（金）

大学独自入学試験Ａ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

12／21（木）～１／31（水）（消印有効）
２／１（木）
　　２（金）
　　３（土）
　　４（日）

２／９（金）
大学独自入学試験 SＡ日程入学試験

（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉
大学独自入学試験Ｂ日程入学試験

（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／６（火）～２／16（金）（消印有効）） ２／17（土）
　　18（日） ２／22（木）

大学独自入学試験SＢ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）
大学独自入学試験Ｃ日程入学試験

（全学部･全学科入試〈同日併願方式〉） ２／20（火）～３／４（月）（消印有効） ３／５（火） ３／８（金）

～2024.3

情報工学科

情報ネットワーク学科

情報科学部

経営情報科学科

プロジェクトマネジメント学科

金融・経営リスク科学科

社会システム科学部

デジタル変革科学科

経営デザイン科学科

未来変革科学部

情報工学科

認知情報科学科

高度応用情報科学科

情報変革科学部

2024.4～

　
光
学
・
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
に

貢
献
し
た
大
学
院
生
た
ち
を

欧
州
物
理
学
会
の
関
連
委

員
会
が
表
彰
す
る
２
０
２

３
Ｅ
Ｐ
Ｓ

‐

Ｑ
Ｅ
Ｏ
Ｄ
ト
ラ

ベ
ル
グ
ラ
ン
ト
学
生
賞
は

６
月
27
日
、
独
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
新
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際

見
本
市
会
場
で
授
賞
式
が

あ
り
、
黄こ

金が
ね

井い

彩あ
や

花か

さ
ん

（
電
気
電
子
工
学
専
攻
修
士

２
年
、
藤
本
靖
研
究
室
）

の
「Yellow 

（575 nm

）

laser 
by 
single-mode 

double-clad structured 

Dy
3
＋
-doped

 waterproof 

fluoro-aluminate glass 

fiber

（
シ
ン
グ
ル
モ
ー
ド

ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
ド
構
造
の

Dy
3 ＋
-

ド
ー
プ
耐
候
性
フ
ッ

化
物
フ
ァ
イ
バ
を
用
い
た
黄

色
レ
ー
ザ
ー
）」
に
学
生
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
日
本
生
化
学
会
関
東
支
部

の
２
０
２
３
年
度
例
会
（
６

月
10
日
、
山
梨
県
中
央
市
の

山
梨
大
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
）
ポ
ス
タ
ー
発
表
の

部
で
、赤
城
紫し

音お
ん

さ
ん
（（
生

命
科
学
専
攻
修
士
１
年
、
南

澤
麿ま

優ゆ

覽み

研
究
室
）
と
井
澤

浩こ
う

大た

さ
ん
（
同
）
が
優
秀
発

表
賞
を
受
賞
し
た
。

　
２
人
の
発
表
テ
ー
マ
と
受

賞
の
感
想
は
次
の
通
り
。

●

赤
城　

紫
音
さ
ん

　「
ヒ
ト
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に
お
け
る

ポ
リ
ア
ミ
ン
代
謝
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
の
検
討
」

　
教
育
セ
ン
タ
ー
化
学
教
室

の
南
澤
研
究
室
で
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
の

根
底
に
あ
る
細
菌
転
座
（
Ｂ

Ｔ
）
と
い
う
新
規
病
態
を
解

明
中
。
Ａ
Ｄ
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

の
脳
を
観
察
し
た
結
果
、
高

ア
ン
モ
ニ
ア
血
症
に
よ
っ
て

肝
性
脳
症
が
誘
導
さ
れ
、
ア

ル
ギ
ニ
ン
と
柚
子
種
子
か
ら

抽
出
し
た
リ
モ
ノ
イ
ド
を
食

餌
さ
せ
る
と
病
気
は
進
行
せ

ず
寿
命
が
伸
び
る
。

　
赤
城
さ
ん
ら
は
、
健
康
な

細
胞
の
生
存
に
関
わ
る
ポ
リ

ア
ミ
ン
と
い
う
物
質
が
Ａ
Ｄ

マ
ウ
ス
の
臓
器
で
ど
ん
な
作

用
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
経

時
観
察
し
、
リ
モ
ノ
イ
ド
と

ア
ル
ギ
ニ
ン
の
食
餌
に
よ

る
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
及
び
Ｒ
Ｎ
Ａ
に

関
わ
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
配
列
変
化
に

よ
ら
な
い
遺
伝
子
発
現
制
御

の
）
機
構
を
研
究
中
だ
。

　「
大
変
光
栄
で
、
南
澤
先

フ
ァ
イ
バ
レ
ー
ザ
ー
研
究
で
国
際
賞

黄
金
井
さ
ん
　
▼　
ド
イ
ツ
で
授
賞
式

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
抑
制
に
挑
む

赤
城
さ
ん

井
澤
さ
ん
　▼　
生
化
学
会
支
部
で
発
表
賞

生
と
坂
本
泰
一
先

生
、
協
力
し
て
く

れ
た
研
究
室
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
も

研
究
に
精
進
し
て

い
き
た
い
で
す
」

●

井
澤　

　

浩
大
さ
ん

　「
ヒ
ト
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
モ
デ

ル
マ
ウ
ス
に
お
け

る
共
生
細
菌
と
免

疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ａ

の
産
生
挙
動
に
関

す
る
検
討
」

　
Ａ
Ｄ
の
進
行
抑
制
に
は
、

腸
内
細
菌
叢
を
豊
か
に
維
持

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
柚
子

種
子
か
ら
抽
出
さ
れ
る
リ
モ

ノ
イ
ド
と
ア
ル
ギ
ニ
ン
の
投

与
が
治
療
に
欠
か
せ
な
い
。

井
澤
さ
ん
ら
は
腸
内
細
菌
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
与
す
る

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ａ
（
Ｉ
ｇ

Ａ
）
に
注
目
。
Ｉ
ｇ
Ａ
の
Ａ

Ｄ
で
の
機
能
を
明
確
に
で
き

れ
ば
、
多
く
の
患
者
に
創
薬

に
関
わ
る
種
の
提
供
が
可
能

に
な
る
と
見
込
み
、
研
究
を

続
け
て
い
る
。

　「
受
賞
で
き
て
光
栄
で

す
。
南
澤
先
生 

、
坂
本
先

生
、
研
究
室
仲
間
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
」

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
授
賞
式
で
黄
金
井
さ
ん
（
中
央
）

南
澤
研
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
研
究
チ
ー
ム
。
左

か
ら
４
人
目
が
赤
城
さ
ん
、
５
人
目
が
井
澤
さ
ん

「変革」２学部　来春から
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ザ
イ
ン
科
学
専
攻
修
士
２

年
、
長
尾
徹
研
究
室
）
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
今
年
１
月
、
設
立
60
周
年

を
迎
え
た
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ

（
市
川
市
農
協
）が
、
記
念
企

画
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
よ
う
と
、
２
年
前
か
ら
本

学
に
依
頼
。
創
造
工
学
部
が

コ
ン
ペ
方
式
で
学
生
た
ち
に

作
品
を
募
集
し
60
点
余
の
応

募
案
か
ら
吉
田
さ
ん
と
大
澤

さ
ん
の
作
品
が
決
ま
っ
た
。

　
出
荷
箱
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

吉
田
さ
ん
は
「
段
ボ
ー
ル
が

版
画
に
近
い
印
刷
方
法
だ
っ

た
の
で
、
版
画
の
テ
イ
ス
ト

で
重
量
感
を
表
し
、
梨
を
食

べ
た
と
き
の
み
ず
み
ず
し
さ

を
表
現
し
ま
し
た
。
長
く
愛

さ
れ
て
ほ
し
い
」。

　
吟
醸
酒
ラ
ベ
ル
を
担
当
し

た
大
澤
さ
ん
は
「
値
段
が
５

千
円
と
高
価
な
の
で
高
級
感

を
目
指
し
、県
産『
粒
す
け
』

米

も
記
載
し
て
地
域
が
盛さ

か

え
る
よ
う
願
い
ま
し
た
」。

「
粒
盛
」の
文
字
は
今
野
博
之

Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
組
合
長
が
書

い
た
。
な
し
は
７
月
下
旬
か

ら
出
荷
し
、
ギ
フ
ト
用
な
ど

で
新
し
い
箱
が
使
わ
れ
る
。

な
ど
を
一
研
究
者

の
視
線
か
ら
説
明

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
の

質
問
で
は
弾
丸
衝

突

装

置
（

Ｓ

Ｃ

Ｉ
）
で
形
成
さ
れ

た
ク
レ
ー
タ
ー
の

大
き
さ
に
つ
い
て

や
、
自
身
の
研
究

で
今
ど
の
部
分
が

〝
最
も
尖
っ
て
い

る
か
〞
な
ど
と
突

っ
込
ん
だ
質
問
が

あ
っ
て
驚
い
た
と
い
う
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

参
加
者
の
約
８
割
が
「
非
常

う
せ
い
）
の
ラ
ベ
ル
を
新
し

く
し
た
大
澤
篤
矢
さ
ん
（
デ

　
船
橋
市
で
７
月
11
日
、
県

産
品
の
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
お

披
露
目
会
が
あ
り
、
千
葉
特

産
「
船
橋
の
な
し
」

商
標

登
録

の
出
荷
箱
の
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
し
た
吉
田
朗あ

き

人と

さ

ん
（
デ
ザ
イ
ン
科
学
専
攻
修

士
１
年
、
長
尾
徹
研
究
室
）

と
、
地
元
の
吟
醸
酒
「
粒

盛
」（
つ
ぶ
ざ
か
り
／
り
ゅ

県特産「なし」出荷箱
吟醸酒ラベルを一新

　
過
去
５
回
以
上
ベ
ス
ト
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
を
受
賞
し

た
教
員
はDistinguished 

Teacher

、

同

５

回

以

上

グ

ッ

ド
・

レ

ク

チ

ャ

ー

賞

を

受

賞

し

た

講

義

は

Distinguished 
LecTure

と
認
定
さ
れ
、
令
和
２
年

以
降
は
表
彰
対
象
か
ら
外

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

Distinguished 
Teacher

に
認
定
さ
れ
た
の
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学

科

の

鴻

巣

努

教

授
。

Distinguished 
Lecture

に
認
定
さ
れ
た
の
は
未
来
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
米
田

完
教
授
、
建
築
学
科
の
石

原
沙
織
教
授
、
教
育
セ
ン

タ
ー
の
佐
藤
和
教
授
、
市

川
洋
子
助
教
の
講
義
。

　
今
年
度
後
期
受
賞
者
は

次
の
通
り
（
順
不
同
）。

▼
ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
賞

教
育
セ
ン
タ
ー
・

中
村
達
助
教

▼
グ
ッ
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー

賞

機
械
工
学
科
・
熱
海

武
憲
教
授
、
電
気
電
子
工

学
科
・
山
崎
克
巳
教
授
、

先
端
材
料
工
学
科
・
小
山

和
也
教
授
、
都
市
環
境
工

学
科
・
内
海
秀
幸
教
授
、

橋
本
紳
一
郎
准
教
授
、
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
・

大
川
茂
樹
教
授
、
知
能
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
・
森
信
一

郎
教
授
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
田

隈
広
紀
准
教
授
、
金
融
・
経

営
リ
ス
ク
科
学
科
・
角
田
仁

教
授
、
教
育
セ
ン
タ
ー
・
横

山
利
章
教
授
、
引
原
有
輝
教

授
、
東
山
幸
司
教
授
、
畑
誠

之
介
准
教
授
、
中
村
達
助

教
、
木
島
愛
教
授
、
須
藤
勲

教
授
、
髙
松
佑
介
助
教

　令和４年度後期グッド・レクチャー賞に教員17人が選ばれ＝
写真、その中から教育センターの中村達助教が同年度ベスト・

ティーチャー賞に決まり、６月８日の受賞式で表彰された。

ベスト・ティーチャー賞に中村助教

　
水
環
境
の
生
態
系
保
全
を

テ
ー
マ
と
す
る
生
命
科
学
科

・
村
上
和
仁
教
授
の
分
子
生

態
工
学
研
究
室
は
「
環
境
月

間
」
の
６
月
、
３
つ
の
イ
ベ

ン
ト
に
調
査
成
果
を
出
展
。

文
化
会
の
環
境
科
学
研
究
会

（
田
中
緑
部
長

先
端
材
料

工
学
科
３
年
、
部
員
25
人
）

も
活
動
ぶ
り
を
発
信
し
た
。

▼
江
戸
川
区
環
境
フ
ェ
ア
　

気
候
変
動
に
ソ
ナ
エ
ル
〜
こ

ん
な
ミ
ラ
イ
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
す
る
？
〜
（
４
日
・
都

内
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
）

　
村
上
研
は
荒
川
河
口
干

潟
、
東
京
湾
沿
岸
、
谷
津
干

潟
流
入
河
川

な
ど
の
シ
ジ

ミ
や
珪
藻
、

底
生
生
物
の

成
育
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
摂
食

状
況
な
ど
を

広

範

に

調

査
。
房
総
半

島
に
お
け
る

マ
ク
ロ
ベ
ン

ト
ス
（
Ｂ
Ｍ

Ｗ
Ｐ
ス
コ
ア

法
）
に
よ
る
河
川
環
境
評
価

や
、
野
外
調
査
時
に
採
取
し

た
水
生
生
物
の
透
明
骨
格
標

本
を
展
示
し
、
教
育
機
関
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
く
の
参
加
者

と
交
流
し
た
。

▼

谷

津

干

潟

フ

ェ

ス
！

（
10
、
11
日
、
習
志
野
市
の

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ

ー
で
開
催
）

　
今
年
は
谷
津
干
潟
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
30
周
年
。
村

上
研
は
、
展
示
ブ
ー
ス
に
谷

津
干
潟
の
環
境
保
全
に
関
す

る
調
査
研
究
パ
ネ
ル
（
腐
敗

ア
オ
サ
溶
出
液
・
腐
敗
底
泥

間
隙
水
の
環
境
毒
性
評
価
、

東
京
湾
沿
岸
域
の
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
検
出
状
況
と

二
枚
貝
の
体
内
蓄
積
、
ア
サ

リ
・
ホ
ン
ビ
ノ
ス
の
水
質
浄

化
機
能
な
ど
）
を
展
示
。
来

場
者
参
加
型
の
水
環
境
健
全

性
指
標
調
査
も
実
施
し
、
市

民
目
線
で
環
境
を
評
価
し

た
。
津
田
沼
高
校
関
係
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
交
流
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千

葉
放
送
局
の
取
材
も
受
け
、

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
放

送
さ
れ
た
。

▼
第
26
回
ふ
な
ば
し
環
境
フ

ェ
ア
　
環
境
に
や
さ
し
い
船

橋
を
め
ざ
し
て
〜
考
え
よ

う
！
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と

〜
（
24
日
、
ふ
な
ば
し
三
番

瀬
海
浜
公
園
・
環
境
学
習
館

で
開
催
、
47
団
体
２
５
０
０

人
が
来
場
）

　
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や

地

球

温

暖

化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
食
品
ロ

ス
削
減
へ
の

取
り
組
み
が

紹

介

さ

れ

た
。

晴

天

下
、
本
学
か

ら
は
環
境
科

学
研
と
村
上

研

が

出

展

し
、
参
加
者
と
交
流
し
た
。

　
環
境
科
学
研
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

６

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を

世
界
中
に

に
沿
っ
て
、
継

続
実
施
中
の
印
旛
沼
の
水
質

調
査
結
果
を
パ
ネ
ル
展
示
し

ｐ
Ｈ
メ
ー
タ
ー
、
パ
ッ
ク
テ

ス
ト
、
ク
リ
ー
ン
メ
ジ
ャ
ー

で
水
質
分
析
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
村
上
研
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
14

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

の

立
場
か
ら
、
谷
津
干
潟
保
全

に
関
す
る
調
査
研
究
の
パ
ネ

ル
を
展
示
。
来
場
者
参
加
型

の
水
環
境
健
全
性
指
標
調
査

で
三
番
瀬
の
環
境
を
評
価
し

た
。

　
行
政
関
係
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
出

展
が
多
く
、
有
意
義
な
情
報

交
換
が
で
き
た
と
い
う
。

環
境
月
間
に
出
展
、交
流

村
上
研
と
環
境
科
学
研
　▼　
水
を
、生
物
を
守
る

安全な水を、と環境科学研

　
千
葉
市
科
学
館
（
千
葉
市

中
央
区
）
主
催
の
「
大
人
が

楽
し
む
科
学
教
室
」
が
６
月

４
日
、同
館
で
開
か
れ
、惑
星

探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
）の
黒
澤
耕
介
・
上
席
研

究
員
が
「
天
体
衝
突
の
研
究

者
か
ら
み
た
リ
ュ
ウ
グ
ウ
探

査
」
を
講
演
。
抽
選
で
選
ば

れ
た
、
小
学
生
を
含
む
30
人

が
熱
心
に
聴
き
入
っ
た

写

真（
千
葉
市
科
学
館
提
供
）。

　
黒
澤
上
席
研
究
員
は
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
で
飛
翔
体
加
速
装
置
を

使
い
超
高
速
の
天
体
衝
突
現

研
究
者
が
み
た
リ
ュ
ウ
グ
ウ
探
査

黒
澤
上
席
研
究
員
　
▼　Qiball

で
講
演

　
今
年
３
月
に
退
職
し
た
元

建
築
学
科
教
授
の
小
峯
裕
己

氏

写
真

に
、
４
月
25
日

付
で
千
葉
工
業
大
学
名
誉
教

授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

　
小
峯
氏
は
１
９
８
８
（
昭

和
63
）
年
に
助
教
授
と
し
て

本
学
に
就
任
。
以
来
、
35
年

に
わ
た
り
本
学
で
教
鞭
を
と

り
、
学
術
の
向
上
に
寄
与
し

た
。

　
専
門
は
温
熱
・
空
気
環
境

な
ど
。

名
誉
教
授
に
小
峯
氏

に
よ
か
っ
た
」
と
回
答
し

た
。
講
演
は
科
学
館
が
各
分

野
の
研
究
者
を
講
師
に
迎

え
、
定
期
的
に
開
催
。
毎
回

抽
選
で
参
加
者
を
絞
る
人
気

と
な
っ
て
い
る
。

象
の
解
明
や
惑
星
探
査
機
器

開
発
の
実
験
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
ガ
ラ
ス
張
り
の

科
学
館Qiball

（
キ
ボ
ー

ル
）
10
階
の
会
場
で
、
隕
石

標
本
や
リ
ュ
ウ
グ
ウ
粒
子
の

模
型
を
机
に
並
べ
、
Ｐ
Ｃ
画

面
と
マ
イ
ク
で
、
は
や
ぶ
さ

２
開
発
の
話
▽
近
傍
観
測
の

成
果
▽
試
料
分
析
チ
ー
ム
が

ど
う
準
備
を
進
め
て
き
た
か

▽
普
段
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

て
研
究
し
て
い
る
の
か
｜
｜

江戸川区環境フェアで村上研 お披露目会で吉田さん（左）と今野組合長

吉田さん大澤さん　▼ＪＡいちかわ依頼

感謝状を手に大澤さん。下は

デザインした吟醸酒のラベル
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１
　
教
育
研
究
活
動

⑴
入
学
試
験
関
係

　
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
の
入

学
試
験
に
お
け
る
学
部
入
試
の
総
志

願
者
数
は
14
万
６
６
８
３
人
（
前
年

度
14
万
５
２
８
人 

前
年
度
比
４
％

増
）
と
、
６
年
連
続
で
増
加
す
る
結

果
と
な
っ
た
。

⑵
初
年
次
教
育
の
充
実
と
総
合
的
な

サ
ポ
ー
ト
体
制

⑶
習
熟
度
別
教
育
の
充
実

⑷
学
修
成
果
の
可
視
化
に
向
け
た
取

り
組
み

⑸
１
２
０
分
授
業
導
入
に
お
け
る
教

育
効
果
の
継
続
的
検
証

⑹
教
養
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

充
実

⑺
学
生
の
満
足
度
向
上
へ
向
け
た
対

策
の
充
実
・
強
化

⑻
教
職
協
働
に
よ
る
就
職
支
援

⑼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
就
職
支
援
の

強
化

⑽
質
の
高
い
進
路
の
実
現
に
向
け
た

支
援

⑾
大
学
院
進
学
率
向
上
へ
向
け
た
取

り
組
み

⑿
大
学
院
工
学
研
究
科
改
編
に
お
け

る
新
研
究
科
・
専
攻
の
検
証
と
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み

⒀
包
括
的
連
携
協
定
に
基
づ
く
玉
川

大
学
等
と
の
連
携
事
業
推
進

⒁
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進
　

２
　
研
究
推
進
活
動

⑴
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
等
か
ら

の
競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得
支
援

⑵
民
間
か
ら
の
奨
学
寄
付
金
及
び
受

託
研
究
費

⑶
研
究
助
成
関
係

　
①
特
許
出
願

　
②
特
許

　
③
附
属
研
究
所

⑷
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

　
①
外
部
か
ら
の
資
金
獲
得

　
②
そ
の
他（
展
示
、記
者
発
表
等
）

⑸
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
）

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

(

Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ)

は
、
惑
星
探
査
装
置
の
開
発
、

惑
星
探
査
デ
ー
タ
の
解
析
、
惑
星
科

学
研
究
及
び
惑
星
科
学
に
関
す
る
啓

蒙
を
主
な
活
動
内
容
と
し
て
い
る
。

　
①
惑
星
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参

　
　
加

　
②
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
独
自
の
宇
宙
開
発
プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　

　
③
広
報
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
、

　
　
資
金
獲
得
、
研
究
業
績
な
ど

⑹
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｌ
ａ

ｂ
）

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｌ
ａ
ｂ
は
人
工
知

能
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
研
究
・

開
発
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

４
（
22
）
年
度
末
時
点
で
９
名
の
研

究
員
が
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

　
人
工
知
能
研
究
で
は
「
動
作
理
解

で
き
る
Ａ
Ｉ
の
効
率
的
な
開
発
手
法

の
研
究
開
発
」
「
フ
ァ
イ
ン
グ
レ
イ

ン
画
像
認
識
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
説
明
可
能
な
人
工
知
能（
Ｘ
Ａ
Ｉ
）

の
研
究
開
発
」
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
技
術
研
究
で
は
、
機
械
学
習
研
究

を
支
援
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
研

究
、
機
械
学
習
技
術
を
応
用
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
改
善
の
た
め
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
研
究
、
Ａ
Ｉ
エ
ッ
ジ
デ
バ

イ
ス
（
機
械
学
習
等
の
人
工
知
能
機

能
が
搭
載
さ
れ
た
末
端
型
機
器
）
の

横
断
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評
価
の
た

め
の
研
究
の
３
つ
を
軸
に
多
岐
に
わ

た
る
研
究
・
開
発
を
昨
年
度
よ
り
引

き
続
い
て
進
め
、
成
果
を
上
げ
た
。

⑺
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
）

　
世
界
初
の
海
洋
資
源
開
発
実
現

に
向
け
て
、
海
洋
資
源
の
探
査
・
揚

鉱
・
選
鉱
・
製
錬
と
い
っ
た
基
礎
か

ら
応
用
に
わ
た
る
多
様
な
研
究
・
開

発
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
発
足
。
令

和
４
（
22
）
年
度
は
、
常
勤
６
名
、

非
常
勤
４
名
の
研
究
員
が
研
究
に
従

事
し
た
。

⑻
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
ｅ
ｏ

｜
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｏ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ.

）

　
古
代
文
明
の
始
ま
り
と
そ
の
発

展
に
つ
い
て
、
考
古
学
・
地
球
科
学

を
統
合
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研

究
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
７
月
に
発
足
。
古

代
遺
跡
の
発
掘
調
査
や
遺
跡
周
辺
湿

地
の
地
質
調
査
、
発
掘
さ
れ
た
遺
物

資
料
の
化
学
分
析
等
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
。
令
和
４
（
22
）
年
度
は

常
勤
３
名
、
非
常
勤
６
名
の
体
制
で

研
究
活
動
を
行
っ
た
。

⑼
数
理
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｃ

Ｍ
Ｅ
）

　
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
な
ど
の
数
理
工

学
的
手
法
を
軸
と
し
て
、
重
要
社
会

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
令
和
４
（
22
）
年
度
末
で

は
、
常
勤
１
名
、
非
常
勤
１
名
、
嘱

託
１
名
の
計
３
名
の
研
究
員
が
在
籍

し
て
い
る
。

⑽
変
革
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）

　
既
存
の
研
究
領
域
の
垣
根
を
越
え

た
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
新
し
い
知

の
技
術
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
文

化
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
想
像
・
設

計
・
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

３
　
学
生
支
援
関
係

⑴
学
生
支
援
の
充
実
強
化
（
学
生
相

談
、課
外
活
動
、学
生
寮
、奨
学
金
等
）

　
①
学
生
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
　

　
　
グ
、
学
生
Ｓ
Ａ
）
女
性
カ
ウ
ン

　
　
セ
ラ
ー
の
配
置

　
②
学
生
自
治
活
動
支
援
の
充
実
　

　
　（
大
学
創
立
80
周
年
記
念
企
画
）

　
③
学
生
寮
生
に
対
す
る
支
援

　
④
奨
学
金
支
援
活
動

　
⑤
障
が
い
学
生
・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

　
　
学
生
支
援
の
充
実

⑵
学
生
の
派
遣
及
び
受
け
入
れ
体
制

の
充
実

　
①
留
学
生
へ
の
支
援
の
充
実
（
コ

　
　
ロ
ナ
禍
の
未
入
国
対
応
者
対
応

　
　
を
含
む
）

　
②
海
外
語
学
研
修･

イ
ン
タ
ー
ン

　
　
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充 

　
③
留
学
生
と
本
学
学
生
と
の
交
流

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

　
④
海
外
協
定
大
学
か
ら
の
留
学
生

　
　
受
入
促
進

　
⑤
各
国
政
府
機
関
や
提
携
地
方
自

　
　
治
体
と
の
国
際
化
に
関
す
る
連

携　
⑥
在
籍
管
理
等
の
強
化

　
⑦
日
本
人
学
生
と
の
交
流

⑶
学
生
共
済
会
の
充
実

　
①
見
舞
金
給
付

　
②
学
生
納
付
金
貸
与
制
度

　
③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気

　
　
サ
ポ
ー
ト

　
④
暮
ら
し
の
法
律
相
談

　
⑤
損
害
賠
償
保
険

　
⑥
備
蓄
食
の
購
入

　
⑦
健
康
サ
ポ
ー
ト
制
度
（
イ

　
　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　
　
種
補
助
等
）

⑷
学
生
の
学
習
・
教
育
支
援
に

必
要
な
図
書
館
資
料
の
充
実

⑸
電
子
書
籍
等
の
学
術
情
報

資
源
の
整
備
強
化

⑹
学
生
及
び
地
域
・
社
会
へ
の

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上

４
　
施
設
整
備
関
係

⑴
９
号
館
（
新
実
験
棟
）新
築
工

事
、
土
木
建
築
実
験
室
解
体

⑵
津
田
沼
講
義
室
Ａ
Ｖ
設
備

更
新

⑶
新
習
志
野
１
号
館
１
１
０
２

千
葉
工
業
大
学
決
算(

　
　)

を
承
認

令
　
和

４
年
度

　
学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学
の
令
和
４
年
度
決
算
が
、
５
月
30
日
の
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　(

４
年
度
事
業
報
告
の
全
文
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中)

貸借対照表

　　令和４年４月１日から令和５年３月31日まで　　　　　　
（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金 14,810,000,000 14,909,548,030 △99,548,030 

手数料 245,000,000 251,647,357 △6,647,357 

寄付金 284,500,000 298,137,822 △13,637,822 

経常費等補助金 1,072,300,000 1,077,854,145 △5,554,145 

付随事業収入 662,200,000 666,308,449 △4,108,449 

雑収入 324,100,000 406,991,004 △82,891,004 

教育活動収入計 17,398,100,000 17,610,486,807 △212,386,807 

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,592,400,000 7,580,223,650 12,176,350 

教育研究経費 7,552,900,000 7,269,290,067 283,609,933 

管理経費 1,976,800,000 1,936,133,066 40,666,934 

徴収不能額等 0 0 0 

教育活動支出計 17,122,100,000 16,785,646,783 336,453,217 

    教育活動収支差額 276,000,000 824,840,024 △548,840,024 

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

受取利息・配当金 558,000,000 569,289,411 △11,289,411 

その他の教育活動外収入 0 11,040 △11,040 

教育活動外収入計 558,000,000 569,300,451 △11,300,451 

事
業
活
動 

支
出
の
部

借入金等利息 0 0 0 

その他の教育活動外支出 0 0 0 

教育活動外支出計 0 0 0 

    教育活動外収支差額 558,000,000 569,300,451 △11,300,451 

        経常収支差額 834,000,000 1,394,140,475 △560,140,475 

特
別
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

資産売却差額 22,600,000 22,651,729 △51,729 

その他の特別収入 111,400,000 121,928,132 △10,528,132 

特別収入計 134,000,000 144,579,861 △10,579,861 

事
業
活
動 

支
出
の
部

資産処分差額 8,000,000 7,966,422 33,578 

その他の特別支出 0 0 0 

特別支出計 8,000,000 7,966,422 33,578 

        特別収支差額 126,000,000 136,613,439 △10,613,439 

基本金組入前当年度収支差額（予備費含む） 960,000,000 1,530,753,914 △570,753,914 

基本金組入額合計 △14,900,000 △4,883,835 △10,016,165 

当年度収支差額 945,100,000 1,525,870,079 △580,770,079 

前年度繰越収支差額 △2,840,800,000 △2,840,806,234 6,234 

基本金取崩額 0 0 0 

翌年度繰越収支差額 △1,895,700,000 △1,314,936,155 △580,763,845 

（参考）

事業活動収入計 18,090,100,000 18,324,367,119 △ 234,267,119 

事業活動支出計 17,130,100,000 16,793,613,205 336,486,795 

令和５年３月31日
（単位：円）

資産の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 109,542,836,756 111,044,592,277 △1,501,755,521 

  有形固定資産 60,452,412,336 62,196,272,355 △1,743,860,019 

    土地 9,343,367,496 9,343,367,496 0 

    建物 44,396,865,755 44,722,722,041 △325,856,286 

    構築物 2,255,645,618 2,505,054,024 △249,408,406 

    教育研究用機器備品 2,444,601,646 2,439,294,843 5,306,803 

    管理用機器備品 103,719,941 198,119,858 △94,399,917 

    図書 1,846,563,153 1,834,627,550 11,935,603 

    車両 61,648,727 74,949,543 △13,300,816 

    建設仮勘定 0 1,078,137,000 △1,078,137,000 

  特定資産 45,454,232,070 45,783,632,267 △329,400,197 

    第２号基本金引当特定資産 3,354,232,070 3,880,275,470 △526,043,400 

    第３号基本金引当特定資産 10,000,000,000 10,000,000,000 0 

    退職給与引当特定資産 3,000,000,000 3,000,000,000 0 

    減価償却引当特定資産 29,000,000,000 28,500,000,000 500,000,000 

    国際交流支援基金引当特定資産 100,000,000 100,000,000 0 

    PCB処理引当特定資産 0 303,356,797 △303,356,797 

  その他の固定資産 3,636,192,350 3,064,687,655 571,504,695 

    ソフトウェア 170,382,740 183,051,000 △12,668,260 

    長期貸付金 309,789,746 298,102,375 11,687,371 

    差入保証金 3,000,000 3,000,000 0 

    敷金 54,749,760 54,749,760 0 

    投資有価証券 3,098,108,434 2,525,622,850 572,485,584 

    預託金 161,670 161,670 0 

流動資産 16,791,570,917 15,634,256,629 1,157,314,288 

    現金預金 16,324,182,541 15,081,672,688 1,242,509,853 

    未収入金 376,845,378 475,887,732 △99,042,354 

    前払金 90,542,998 76,696,209 13,846,789 

資産の部合計 126,334,407,673 126,678,848,906 △344,441,233 

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 3,243,104,399 3,227,013,149 16,091,250 

    退職給与引当金 3,243,104,399 3,227,013,149 16,091,250 

流動負債 4,741,948,313 6,633,234,710 △1,891,286,397 

    前受金 3,837,178,522 5,763,894,270 △1,926,715,748 

    未払金他 904,769,791 869,340,440 35,429,351 

負債の部合計 7,985,052,712 9,860,247,859 △1,875,195,147 

純資産の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

基本金 119,664,291,116 119,659,407,281 4,883,835 

    第１号基本金 105,318,059,046 104,787,131,811 530,927,235 

    第２号基本金 3,354,232,070 3,880,275,470 △526,043,400 

    第３号基本金 10,000,000,000 10,000,000,000 0 

    第４号基本金 992,000,000 992,000,000 0 

繰越収支差額 △1,314,936,155 △2,840,806,234 1,525,870,079 

    翌年度繰越収支差額 △1,314,936,155 △2,840,806,234 1,525,870,079 

純資産の部合計 118,349,354,961 116,818,601,047 1,530,753,914 

負債及び純資産の部合計 126,334,407,673 126,678,848,906 △344,441,233 

事業活動収支計算書
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

講
義
室
机
・
椅
子
更
新
、
床
壁
修
繕

⑷
新
習
志
野
　
井
戸
水
水
質
劣
化
対

策
工
事

⑸
そ
の
他

５
　
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

⑴
公
開
講
座

⑵
産
官
学
連
携
協
議
会
関
係

⑶
そ
の
他
の
産
学
連
携

⑷
県
内
地
域
と
の
包
括
的
連
携
協
定

の
締
結

⑸
ち
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

参
加

６
　
法
人
管
理
・
運
営
関
係

⑴
創
立
80
周
年
関
連
事
業
の
実
施

⑵
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
・

運
用
管
理

⑶
化
学
物
質
等
の
管
理
強
化

⑷
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実

⑸
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

⑹
衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み

⑺
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
の
実
施

⑻
輝
く
女
性
の
活
躍
を
加
速
す
る
男

性
リ
ー
ダ
ー
の
会
行
動
宣
言
の
取
り

組
み

⑼
統
一
化
し
た
事
務
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
事
務
業
務
の
効
率
化

⑽
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化

⑾
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
安
定
稼
働

⑿
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
の
充
実

⒀
公
的
研
究
費
等
の
監
査
の
実
施

⒁
自
己
管
理
型
点
検
評
価
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
の
実
施

⒂
公
益
通
報
制
度
の
充
実

７
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

　
　
し
た
本
学
の
対
応
に
つ
い
て

⑴
大
学
へ
の
入
構

⑵
建
物
・
講
義
室

⑶
学
生
食
堂

⑷
授
業
・
研
究
室

⑸
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室

⑹
学
生
寮

⑺
学
費
・
学
生
生
活
な
ど
へ
の
学
生

支
援

⑻
職
域
接
種
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種
を
実
施

８
　
財
務
の
概
要

⑴
教
育
活
動
収
支

　
①
教
育
活
動
収
入
計
１
７
６
億
１

　
　
０
０
０
万
円
（
予
算
比
２
億
１

　
　
２
０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
５

　
　
４
０
０
万
円
増
）

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
ほ
と
ん
ど

の
科
目
で
予
算
比
増
と
な
っ
た
。

　
②
教
育
活
動
支
出
計
１
６
７
億
８

　
　
６
０
０
万
円
（
予
算
比
３
億
３

　
　
６
０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
７

　
　
億
８
７
０
０
万
円
増
）

　
ａ．

人
件
費
は
、
予
算
比
１
２
０

０
万
円
減
、
前
年
度
比
で
は
退
職
金

な
ど
の
減
少
に
よ
り
２
７
０
０
万
円

減
と
な
っ
た
。
人
件
費
比
率
は
41
・

７
％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有

す
る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
47
・
１

％
）
に
比
べ
、
引
き
続
き
良
好
な
水

準
と
な
っ
た
。

　
ｂ．

教
育
研
究
経
費
は
、
ほ
と
ん

ど
の
科
目
で
予
算
額
を
下
回
り
、
予

算
比
２
億
８
４
０
０
万
円
減
と
な
っ

た
。
前
年
度
比
で
は
委
託
費
、
奨
学

厚
生
費
、
光
熱
水
費
等
の
増
加
に
よ

り
５
億
８
８
０
０
万
円
増
と
な
っ

た
。
教
育
研
究
経
費
比
率
は
40
・
０

％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す

る
私
立
大
学
の
平
均
値（
36
・
３
％
）

に
比
べ
若
干
高
い
値
と
な
っ
た
。

　
ｃ．

管
理
経
費
は
、
予
算
比
４
１

０
０
万
円
減
と
な
っ
た
が
、
前
年
度

比
で
は
福
利
厚
生
費
な
ど
の
増
加
に

よ
り
２
億
２
７
０
０
万
円
増
と
な

っ
た
。
管
理
経
費
比
率
は
10
・
６
％

で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す
る

私
立
大
学
の
平
均
値
（
５
・
９
％
）

と
比
べ
若
干
高
い
が
、
今
後
更
な
る

経
費
圧
縮
に
努
め
て
い
く
。

⑵
教
育
活
動
外
収
支

　
教
育
活
動
外
収
入
計
は
、
有
価
証

券
の
受
取
利
息
・
配
当
金
な
ど
に
よ

り
、５
億
６
９
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
教
育
活
動
外
支
出
は
な
し
。

⑶
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
、
有
価
証
券
売
却

差
額
で
２
３
０
０
万
円
、
現
物
寄
付

で
８
８
０
０
万
円
、
施
設
設
備
補
助

金
で
３
４
０
０
万
円
、
あ
わ
せ
て
１

億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
特
別
支
出
計
は
、
図
書
処
分
差
額

及
び
建
物
処
分
差
額
で
８
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

⑷
事
業
活
動
収
入
計
１
８
３
億
２
４

０
０
万
円
（
予
算
比
２
億
３
４
０
０

万
円
増
　
前
年
度
比
２
億
６
１
０
万

円
減
）

　
事
業
活
動
収
入
計
は
、
前
年
度
比

で
減
少
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
、

教
育
活
動
収
入
の
付
随
事
業
収
入
１

億
１
２
０
０
万
円
減
及
び
雑
収
入
１

億
７
０
０
０
万
円
減
、
教
育
活
動
外

収
入
の
そ
の
他
の
教
育
活
動
外
収
入

２
億
９
０
０
万
円
減
、
特
別
収
入
の

資
産
売
却
差
額
２
億
１
０
０
０
万
円

減
な
ど
に
よ
る
。

⑸
事
業
活
動
支
出
計
１
６
７
億
９
４

０
０
万
円
（
予
算
比
６
億
３
６
０
０

万
円
減
　
前
年
度
比
７
億
９
０
０
０

万
円
増
）

　
事
業
活
動
支
出
計
は
、
前
年
度
比

で
増
加
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
次

の
と
お
り
。

　
人
件
費
２
７
０
０
万
円
減

　
主
な
内
訳

：

教
員
人
件
費
８
６

０
０
万
円
増
、
退
職
金
１
億
１
４
０

資金収支計算書

　　　　　　　　　令和４年４月１日から令和５年３月31日まで
　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：円）

収入の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 14,810,000,000 14,909,548,030 △99,548,030 

手数料収入 245,000,000 251,647,357 △6,647,357 

寄付金収入 284,500,000 298,137,822 △13,637,822 

補助金収入 1,106,000,000 1,111,567,145 △5,567,145 

資産売却収入 22,600,000 22,651,729 △51,729 

付随事業・収益事業収入 662,200,000 666,308,449 △4,108,449 

受取利息・配当金収入 558,000,000 569,289,411 △11,289,411 

雑収入 324,100,000 407,008,074 △82,908,074 

前受金収入 2,722,000,000 3,837,175,522 △1,115,175,522 

その他の収入 8,049,700,000 10,329,959,397 △2,280,259,397 

資金収入調整勘定 △6,013,800,000 △6,140,624,928 126,824,928 

前年度繰越支払資金 15,081,600,000 15,081,672,688 

収入の部合計 37,851,900,000 41,344,340,696 △3,492,440,696 

支出の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 7,592,400,000 7,564,132,400 28,267,600 

教育研究経費支出 5,036,400,000 4,752,824,316 283,575,684 

管理経費支出 1,341,600,000 1,300,967,913 40,632,087 

施設関係支出 694,000,000 697,378,740 △3,378,740 

設備関係支出 637,700,000 617,481,205 20,218,795 

資産運用支出 6,583,800,000 7,583,213,364 △999,413,364 

その他の支出 3,011,500,000 3,269,431,900 △257,931,900 

資金支出調整勘定 △374,500,000 △765,271,683 390,771,683 

翌年度繰越支払資金(予備費含む) 13,329,000,000 16,324,182,541 △2,995,182,541 

支出の部合計 37,851,900,000 41,344,340,696 △3,492,440,696 

０
万
円
減
　
　

　
教
育
研
究
経
費
５
億
８
８

０
０
万
円
増

　
主
な
内
訳

：

光
熱
水
費

１
億
４
０
０
万
円
増
、
奨
学

厚
生
費
１
億
３
４
０
０
万
円

増
、
委
託
費
３
億
２
８
０
０

万
円
増

　
管
理
経
費
２
億
２
７
０
０

万
円
増

　
主
な
内
訳

：

光
熱
水
費

２
５
０
０
万
円
増
、
福
利
厚

生
費
６
５
０
０
万
円
増
、
広

報
費
６
１
０
０
万
円
増
、
報

酬
・
手
数
料
３
８
０
０
万
円

増⑹
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収

支
差
額
15
億
３
１
０
０
万
円

（
予
算
比
５
億
７
１
０
０
万

円
増
　
前
年
度
比
10
億
５
１

０
０
万
円
減
　
事
業
活
動
収

支
差
額
比
率
８
・
４
％
）

⑺
基
本
金
組
入
額
５
０
０
万

円⑻
当
年
度
収
支
差
額

　
当
年
度
収
支
差
額
は
15
億

２
６
０
０
万
円
の
収
入
超
過

と
な
っ
た
。
翌
年
度
の
繰
越

収
支
差
額
は
、
前
年
度
繰
越

収
支
差
額
を
合
わ
せ
る
と
、

13
億
１
５
０
０
万
円
の
支
出

超
過
と
な
っ
た
。

⑼
今
後
の
課
題

　
今
後
も
引
き
続
き
財
務
基

盤
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　＜

収
入
面＞

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
の

　
　
安
定
的
確
保

　
②
外
部
資
金
の
獲
得
強
化

　
③
よ
り
効
果
的
な
資
産
運

　
　
用
と
リ
ス
ク
管
理
の
徹

　
　
底

　
④
そ
の
他
の
収
入
源
確
保

　
　
策
の
検
討

　＜

支
出
面＞

　
①
管
理
経
費
の
効
率
化

　
②
教
育
研
究
経
費
の
見
直

　
　
し

　　
理
事
会
で
協
議
し
た
結

果
、
令
和
５
年
度
学
生
共
済

会
予
算
案
は
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。
予
算
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

＜

収
入
の
部＞

●
受
取
利
息

　
投
資
有
価
証
券
か
ら
発
生

す
る
利
息
と
し
て
２
５
０
万

円
を
計
上
し
た
。

●
前
年
度
繰
越
金

　
１
５
３
２
万
５
６
８
３
円

を
計
上
し
た
。

＜

支
出
の
部＞

●
給
付
金

　
給
付
金
支
出
金
額
は
、
昨

年
度
１
４
０
万
円
だ
っ
た

が
、
不
測
の
事
態
を
考
慮
し

２
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
学
費
貸
与
金

　
学
費
貸
与
金
支
出
額
は
、

昨
年
度
１
４
３
万
円
程
度
で

あ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度
に

つ
い
て
は
申
請
書
類
を
簡
素

化
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
１
０

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
委
託
費

　
現
状
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に

重
点
を
置
き
、
悩
み
に
応
じ

て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
選
択
で

き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
を
新

た
に
導
入
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元

気
サ
ポ
ー
ト
」
の
継
続
に
係

る
費
用
と
合
わ
せ
、
５
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
な
お
、

新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
伴
い

「
暮
ら
し
の
身
近
な
法
律
相

談
」
は
廃
止
し
た
。

●
消
耗
品
費

　
災
害
時
の
非
常
用
保
存
食

の
購
入
費
と
し
て
３
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
学
生
共
済

会
決
算
も
同
理
事
会
で
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
決
算
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
収
入
の
部
で
は
、
貸
付
金

回
収
１
０
４
８
万
円
、
受
取

利
息
等
を
併
せ
合
計
約
７
２

９
６
万
円
と
な
っ
た
。
今
後

も
返
還
方
法
や
督
促
方
法
を

見
直
し
な
が
ら
、
回
収
率
ア

ッ
プ
に
一
層
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
。

　
支
出
の
部
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
対
す
る

学
生
支
援
金
と
し
て
２
０
０

０
万
円
を
大
学
へ
寄
付
し

た
。
今
後
も
保
険
事
業
の
見

直
し
や
会
員
の
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
支
援
等
充
実
し
た

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
共

済
会
事
業
の
運
営
に
努
め
た

い
。

　
千
葉
工
業
大
学
学
生
共
済

会
も
35
年
目
を
迎
え
、
会
員

の
学
生
生
活
が
豊
か
な
も
の

と
な
る
よ
う
支
援
し
、
制
度

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
令
和

４
年
度
も
順
調
に
運
営
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し

ま
す
。

学
生
共
済
会
　予
算
、決
算
を
承
認

令和５年度千葉工業大学学生共済会収支予算
（単位：円）

収入の部 支出の部
科目 金額 科目 金額

１．会費収入 24,000,000 １．支払保険料 27,000,000
２．入会金収入 4,600,000 ２．給付金 2,000,000
３．受取利息 2,500,000 ３．貸与金 10,000,000
４．貸付金回収収入 8,000,000 ４．委託費 5,000,000
５．手数料収入 700,000 ５．消耗品費 3,000,000

６．通信費 30,000
７．印刷費 20,000
８．会議費 150,000
９．支払手数料 300,000
10．事務費 30,000

小計 39,800,000 小計 47,530,000
前年度繰越金 15,325,683 次年度繰越金 7,595,683

総合計 55,125,683 総合計 55,125,683

貸 借 対 照 表
令和５年３月31日

千葉工業大学学生共済会
（単位   円）

資産の部 正味財産の部

科   目 金   額 科   目 金   額

普通預金
定期預金

15,328,683  
125,000,000

預り金
共済基金

3,000
205,000,000 

貸付金 42,218,547 積立金 55,000,000 

投資有価証券 300,000,000 貸付充当金 42,218,547 

学費貸与準備金 165,000,000 

次年度繰越金 15,325,683 

合    計 482,547,230  合   計 482,547,230 

自　令和４年４月１日　:　至　令和５年３月31日

令和４年度収支決算書

Ⅰ収入の部
（単位：円）

科目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

 1.会費収入 24,000,000 25,152,500 1,152,500 
 2.入会金収入 4,600,000 4,872,000 272,000 
 3.受取利息 2,500,000 2,542,084 42,084 
 4.貸付金回収収入 10,000,000 10,488,386 488,386 
 5.手数料収入 1,000,000 754,719 -245,281 
 6.学費貸与準備金取崩収入 0 0 0 
 7.積立金取崩収入 0 0 0 
 8.当期小計 42,100,000 43,809,689 1,709,689 
 9.前年度繰越金 29,151,650 29,151,650 0 
10.当期収入総計（Ａ） 71,251,650 72,961,339 1,709,689

Ⅱ 支出の部 （単位：円）

科  目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

 1.支払保険料 25,000,000 24,321,345 -678,655 
 2.給付金 2,000,000 1,401,000 -599,000 
 3.貸与金 10,000,000 1,431,250 -8,568,750 
 4.委託費 7,200,000 7,178,600 -21,400 
 5.消耗品費 3,000,000 2,970,000 -30,000 
 6.通信費 50,000 12,960 -37,040 
 7.印刷費 50,000 0 -50,000
 8.会議費 100,000 106,904 6,904 
 9.支払手数料 400,000 212,253 -187,747 
10.事務費 50,000 1,344 -48,656 
11.寄付金支出 20,000,000 20,000,000 0 
12.学費貸与準備金組入支出 0 0 0 
13.共済基金組入支出 0 0 0 
14.積立金組入支出 0 0 0 
15.当期小計（Ｂ） 67,850,000 57,635,656 -10,214,344 
16.次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 3,401,650 15,325,683   
17.当期支出総計 71,251,650 72,961,339 1,709,689

注）共済会の会計では、継続的に資金の収支を確認するため、金額がゼロの科目について省略することなく記載している。

予
　
算

決
　
算

令和４年度決算報告書
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教
育
環
境
の
充
実
や
全
国

２
位
の
志
願
者
数
、
９
割
を

超
え
る
就
職
率
な
ど
で
「
千

葉
工
大
」
ブ
ラ
ン
ド
が
注
目

さ
れ
る
中
、
令
和
５
年
度
の

Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会
が
６
月
24
日
、

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育

館
で
開
か
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
規
制

が
緩
和
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
の

対
面
開
催
に
、
保
護
者
ら
４

９
７
人
（
ほ
か
に
委
任
状
３

９
４
４
人
）
が
出
席

写
真

右
下
。
会
場
は
父
母
た
ち
が

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
な
ど
静

か
な
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
開
会
後
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
瀬
尾
千
里
会
長

同
左

は
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
昭
和
24
年
11

月
に
設
立
さ
れ
、
来
年
度
に

75
周
年
を
迎
え
る
。
保
護
者

と
教
職
員
が
協
力
し
、
他
大

学
で
は
例
を
み
な
い
組
織
」

と
、
学
生
の
修
学
環
境
や
課

外
活
動
の
充
実
と
援
助
、
文

化
的
資
質
の
向
上
を
図
る
本

学
独
自
の
後
援
会
組
織
の
意

義
を
改
め
て
強
調
し
た
。

　
変
革
能
力
が
必
要

　
大
学
側
よ
り
、
瀬
戸
熊
修

理
事
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

対
面
授
業
を
重
視
し
て
き
た

本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
上
で
「
２
０
２
３
年
度
の

志
願
者
数
は
、
３
年
連
続
で

全
国
２
位
と
な
っ
た
。
狭
き

門
を
く
ぐ
っ
て
き
た
優
秀
な

学
生
ば
か
り
で
、
大
変
誇
ら

し
く
思
っ
て
い
る
」と
強
調
。

惑
星
探
査
や
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
な
ど
の
成
果
に
加
え
、

日
本
初
の
ア
ン
チ
デ
ィ
シ
プ

リ
ナ
リ
ー（
脱
専
門
性
）研
究

施
設
「
変
革
セ
ン
タ
ー
」
を

含
め
た
教
育
・
研
究
環
境
の

充
実
に
よ
っ
て
「
い
か
に
本

学
の
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
企

　
さ
わ
や
か
な
甘
さ
、
み
ず

み
ず
し
く
て
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
独
特
の
食
感
が
魅
力

の
「
な
し
」
は
、
カ
ロ
リ
ー

も
低
く
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト

に
最
適
の
果
物
だ
。

　
桃
が
世
界
一
大
好
き
！
と

い
う
う
ち
の
部
長
に
比
べ
る

と
、
私
の
梨
愛
は
、
真
夏
に

の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ
で
も
冷
た

い
お
茶
よ
り
は
「
な
し
」
！

お
気
に
入
り
の
カ
ウ
チ
で
ゆ

っ
た
り
く
つ
ろ
ぐ
次
に
「
な

し
」、
と
中
途
半
端
で
申
し

訳
な
い
が
、
そ
れ
で
も
果
物

の
中
で
は
上
位
を
誇
る
好
物

と
い
え
る
。

　
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
と
に
、

千
葉
県
特
産
「
船
橋
の
な

し
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
を
、
本
学
の
学
生
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
！
　「
既
存
の
果
物
の
箱

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
方

向
性
に
ま
と
め
た
実
験
的
な

デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
た
の

で
、
少
し
賭
け
の
よ
う
な
感

覚
も
」
と
本
人
談
。

　
船
橋
市
内
で
は
梨
の
出
荷

は
今
月
か
ら
始
ま
る
。
今
年

は
雨
が
少
な
く
日
照
り
が
良

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年

に
な
く
甘
く
美
味
し
い
ら
し

い
。
大
好
き
な
梨
を
堪
能
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
学

生
の
作
品
で
あ
る
「
な
し
の

箱
」
を
、
ぜ
ひ
、
手
に
取
っ

て
み
て
み
た
い
も
の
だ
。

　
入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
暑
さ
が
本
格
的
に
始
ま
る

七
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

季
節
に
津
田
沼
に
訪
れ
る
生

き
物
と
言
え
ば
椋ム

ク

鳥ド
リ

で
す
。

津
田
沼
に
大
量
に
現
れ
る
椋

鳥
は
、
三
〜
六
月
に
か
け
て

各
地
で
繁
殖
し
た
若
鳥
達
を

中
心
に
、
七
月
頃
か
ら
集
団

に
な
る
習
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
元
々
は
農
害
虫
を
食
べ

る
益
鳥
で
、
校
内
で
も
日
中

に
芝
生
で
餌
を
食
べ
る
可
愛

ら
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
夕
方
に
な
る
と
豹
変
し

ま
す
。

　
郊
外
か
ら
群
れ
が
黒
い
塊

と
な
っ
て
駅
前
に
飛
来
し
、

一
万
匹
を
超
え
る
数
が
ね
ぐ

ら
に
集
ま
り
ま
す
。
猛
禽
類

に
襲
わ
れ
な
い
街
中
で
、
風

も
防
げ
る
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た

立
地
と
し
て
津
田
沼
は
彼
等

に
選
ば
れ
た
訳
で
す
。
し
か

し
椋
鳥
が
校
内
に
入
り
込
む

事
は
騒
音
や
汚
れ
の
原
因
と

な
る
為
、
施
設
部
で
対
策
し

て
お
り
、
鷹
の
置
物
や
鳴
き

声
を
放
送
し
拍
子
木
等
で
音

を
出
す
等
、
試
行
錯
誤
し
て

い
る
う
ち
に
晩
秋
に
な
る
と

数
を
減
ら
し
、
二
月
に
は
繁

殖
の
為
、
住
処
へ
戻
っ
て
行

き
ま
す
。
対
策
は
各
地
で
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
抜
本
的

な
方
法
は
未
だ
に
な
く
、
唯

一
の
解
決
策
が
共
存
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
校
内
で
追

い
払
い
を
す
る
際
は
彼
等
の

居
場
所
も
考
え
な
が
ら
、
被

害
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
目

を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
施
設
部
電
機
室

　
　
　
　
　
　
小
宮
　
　
覚

　
千
葉
工
業
大
学
同
窓
会
創

立
75
周
年
記
念
祝
賀
会
が
令

和
５
年
６
月
３
日
（
土
）
に

JR
錦
糸
町
駅
か
ら
ほ
ど
近
い

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

で
開
催
さ
れ
た
。
私
は
当

日
、受
付
を
担
当
し
た
。そ
の

際
に
、
先
輩
諸
氏
が
お
元
気

で
あ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
全
員
が
開
催
時
間
ま

で
に
遅
刻
な
く
出
席
さ
れ
た

こ
と
に
、
率
直
に
言
っ
て
驚

か
さ
れ
た
。本
学
で
の
講
義
、

特
に
実
験
演
習
で
の
出
席
に

関
す
る
教
育
の
賜
物
だ
ろ
う

か
と
勘
繰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
当
日
、
他
の
同
窓
生
と
共

に
こ
れ
ま
で
の
千
葉
工
業
大

学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
ま

た
会
場
に
飾
ら
れ
た
各
同
窓

会
支
部
の
名
前
の
入
っ
た
旗

を
見
た
。
日
本
全
国
に
広
が

る
同
窓
生
の
多
さ
に
、
改
め

て
旧
制
大
学
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
本
学
の
歴
史
の
長
さ

を
実
感
し
た
。

　
在
学
生
に
と
っ
て
は
同
窓

生
の
存
在
は
な
か
な
か
見
え

に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
今

は
３
年
生
後
半
か
ら
実
質
始

ま
る
就
職
活
動
の
際
に
、
各

企
業
に
千
葉
工
業
大
学
の
卒

業
生
が
い
る
こ
と
が
、
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

Ｐ
Ｐ
Ａ
地
区
懇
談
会
で
、
59

あ
る
同
窓
会
支
部
の
方
と
就

職
に
関
す
る
情
報
交
換
を
実

施
し
て
い
る
。
在
学
生
諸
君

に
も
卒
業
後
に
は
同
窓
会
活

動
に
積
極
的
に
御
参
加
頂
き

た
い
と
願
う
。

　
情
報
工
学
科

　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
茂

８月５日（土）オープンキャンパス 新習志野、11日（金・祝）山の日、夏期一斉休暇開始（～18日まで）

開催時刻：13時（本学は12時30分）
地　区 開催日 会　　場　　名 電　話

札　幌 ９月２日(土）ホテルマイステイズ札幌アスペン 011-700-2111

函　館 ９月３日(日）函館国際ホテル 0138-23-5151

帯　広 ９月３日(日）ホテルグランテラス帯広 0155-27-0109

八　戸 ９月２日(土）八戸グランドホテル(ＴＫＰ) 0178-46-1234

盛　岡 ９月９日(土）ホテルメトロポリタン盛岡 019-625-1211

仙　台 ９月10日(日）ホテルＪＡＬシティ仙台 022-711-2580

秋　田 ９月10日(日）秋田キャッスルホテル 018-834-1141

山　形 ９月３日(日）ホテルメトロポリタン山形 023-628-1111

酒　田 ９月２日(土）ホテルリッチ&ガーデン酒田 0234-26-1111

会　津 ９月９日(土）ホテルニューパレス 0242-28-2804

郡　山 ９月10日(日）郡山ビューホテル 024-924-1111

いわき ９月２日(土）いわきワシントンホテル 0246-35-3000

水　戸 ９月３日(日）水戸京成ホテル 029-226-3111

土　浦 ９月２日(土）ホテル日航つくば 029-852-1112

潮　来 ９月２日(土）潮来ホテル 0299-62-3130

宇都宮 ９月９日(土）ホテルニューイタヤ 028-635-5511

小　山 ９月10日(日）小山グランドホテル 0285-24-5111

高　崎 ９月10日(日）高崎ワシントンホテルプラザ 027-324-5111

さいたま ９月９日(土）ロイヤルパインズホテル浦和 048-827-1111

新　潟 ９月９日(土）ホテルオークラ新潟 025-224-6111

長　岡 ９月10日(日）ホテルニューオータニ長岡 0258-37-1111

富　山 ９月２日(土）ホテルグランテラス富山 076-431-2211

甲　府 ９月９日(土）ホテル談露館 055-237-1331

長　野 ９月３日(日）ホテルＪＡＬシティ長野 026-225-1131

松　本 ９月10日(日）アルピコプラザホテル 0263-36-5055

上　田 ９月２日(土）上田東急ＲＥＩホテル 0268-24-0109

静　岡 ９月２日(土）ＣＳＡ貸会議室 054-269-5070

浜　松 ９月３日(日）オークラアクトシティホテル浜松 053-459-0111

沼　津 ９月３日(日）沼津リバーサイドホテル 055-952-2411

名古屋 ９月10日(日）サイプレスホテル名古屋駅前 052-571-2221

大　阪 ９月９日(土）大阪新阪急ホテル 06-6372-5101

広　島 ９月10日(日）リーガロイヤルホテル広島 082-502-1121

松　山 ９月３日(日）ホテルマイステイズ松山 089-913-2580

高　知 ９月２日(土）高知プリンスホテル 088-883-2323

福　岡 ９月９日(土）オリエンタルホテル福岡 092-461-0170

大　分 ９月10日(日）レンブラントホテル大分 097-545-1040

宮　崎 ９月２日(土）ホテルＪＡＬシティ宮崎 0985-25-2580

鹿児島 ９月３日(日） SHIROYAMA HOTEL　kagoshima 099-224-2211

那　覇 ９月９日(土）メルキュールホテル沖縄那覇 098-855-7111

本　学 ９月24日(日）津田沼校舎２号館３階大教室 047-478-0209

令和５年度　ＰＰＡ地区懇談会会場

　
　
非
金
属
な
の
に
結
合
力

が
強
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
可

能
性
を
、
骨
組
織
の
代
替
バ

イ
オ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
専
門

と
す
る
橋
本
教
授
と
、
物
質

の
界
面
デ
ザ
イ
ン
を
追
究
す

る
柴
田
教
授
が
、
理
系
の
学

生
用
に
共
著
し
た
。

　
固
体
化
学
の
基
礎
を
さ
ら

っ
た
後
、
▽
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

の
特
徴
▽
そ
の
構
造
▽
製
造

方
法
▽
高
性
能
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
に
つ
い
て
▽
生
命
科
学
と

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
▽
環
境
・
資

源
と
し
て
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

▽
そ
の
評
価
法
｜
｜
な
ど
を

９
項
目
に
分
け
て
、
簡
潔
に

説
明
。

　
環
境
を
壊
さ
ず
生
か
す
材

料
と
し
て
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

を
、
学
生
た
ち
に
理
解
し
て

ほ
し
い
と
願
う
。

　
１
６
０
㌻
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
可
能
性

著
者

応
用
化
学
科
の
橋
本
和
明
教
授
、
柴
田
裕
史
教
授

発
行

三
共
出
版

価
格

２
８
６
０
円
（
税
込
み
）

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
科
学

橋本教授

出出 版版
業
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
理
解
で
き
る
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
引
き
続
き
、
松
井
孝
典
学

長
の
逝
去
で
職
務
代
行
を
務

め
た
佐
波
孝
彦
副
学
長
は

「
３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍

で
の
自
粛
生
活
は
、
社
会
生

活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
リ
モ
ー
ト
だ
け
で
仕

事
を
す
る
こ
と
に
は
一
長
一

短
あ
る
か
と
思
う
が
、
世
界

中
ど
こ
に
い
て
も
高
度
な
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
今
後
は
、
答
え
の
な
い

問
い
に
対
し
て
自
分
な
り
の

考
え
を
導
き
出
す
能
力
、
今

ま
で
に
な
い
も
の
を
構
築
す

る
能
力
、
今
あ
る
も
の
を
変

え
て
い
く
能
力
を
持
つ
こ
と

が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　
議
事
は
、
令
和
４
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査

報
告
と
５
年
度
の
事
業
計
画

・
予
算
が
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
事
業
計

画
は
、
国
際
交
流
な
ど
を
コ

ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
さ

せ
る
学
生
奨
学
支
援
費
の
拡

充
が
認
め
ら
れ
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
地

区
懇
談
会
を
別
表
の
日
程
で

開
く
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

　
さ
ら
に
５
年
度
の
役
員
と

評
議
員
を
選
任
し
た
。
役
員

は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

　
▽
会
長
　
瀬
尾
千
里
（
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
３
年

の
保
護
者
）
▽
副
会
長
　
橋

本
淳
（
経
営
情
報
科
学
科
２

年
の
保
護
者
）
▽
同
　
鈴
木

進
（
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

▽
監
事
　
篠
原
善
子
（
情
報

工
学
科
３
年
の
保
護
者
）
▽

同
　
村
上
利
幸
（
経
営
情
報

科
学
科
准
教
授
）

　
総
会
後
は
恒
例
の
学
科
懇

談
会
と
個
別
面
談
が
行
わ
れ

父
母
た
ち
は
各
学
科
の
教
員

と
日
頃
の
取
り
組
み
や
子
女

の
勉
強
ぶ
り
、
進
路
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立
っ
て

Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
人
事
部
採
用
課
の

遠
藤
浩
紀
課
長
が
「
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
で
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
求
め
る
人

材
に
つ
い
て
」を
講
演
し
た
。

今「狭き門に優秀な学生」
５年度ＰＰＡ総会開く　 ▼　躍進ぶり説明

柴田教授
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